
数字オンチのための「儲かる会計」が
肌感覚で分かるセミナー！

売上げが倍増すれば、利益も倍増する
と本気で信じていました。例えばここで
問題です。定価1,000円で限界利益率25％
の商品があります。いつもは1日100個売
れます。10％引きにしてセールをしたと
ころ、通常の1.5倍の150個売れました！
通常時とセール時、どちらが儲かるで
しょうか？
答えは、通常時です。セールでたくさん
売れたのになぜ？そもそも、たくさん売
れることが良いことなのか？また、利益
を出すためによく言われる「固定費の削
減」、本当でしょうか？人件費が多い？
人件費を削ることの怖さを本当に理解し
てるでしょうか？
本セミナーでは、古屋氏ご自身の経験を
もとに値決めの大切さや、利益から逆算
する管理会計についてレクチャー頂きま
す。今後、景気の後退が見込まれる今だ
からこそ、学ぶべき儲かる会計を肌で感
じていただきます！

青年部会 経営研修委員会
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２０１９年７⽉１６日（⽕）１９：３０〜２１：００
会 場 ：相模原法人会館 （３Ｆ会議室）
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参加費：無料

古屋悟司（ふるやさとし）氏
楽天市場で人気の花屋「ゲキハナ」を
運営。2004年、順調だった営業の仕事
を辞め。たった一ヶ月の研修ののち花
屋を開業。いきなり閑古鳥が鳴くよう
になり、背水の陣でネット販売に着手。
売り上げはうなぎのぼりになったが、
数年後、決算書を見るとずっと赤字
だったことに愕然とする。その後、会
計を学んだことをきっかけに、倒産の
危機を乗り越え、V字回復に成功。
以降、⿊字を継続中。現在は、「ゲキ
ハナ」の運営に加えて、「⿊字会計．
ＪＰ」のサイト運営や管理会計ソフト
の販売を通じて、小さな会社を中心に
「⿊字化のノウハウ」を紹介している。
また、企業や地方公共団体、大学での
講義などでも、自らの失敗会見をもと
にした「儲かる会計」を教えている。


